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委
員
コ
ラ
ム 

 
 

 

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
い
ま
一
番
の
売
れ
っ
子
作
家

の
一
人
で
あ
る
。 

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
い
ま
パ
リ
ー
に
代

わ
っ
て
世
界
一
の
画
壇
に
ま
で
成
長

し
た
。
そ
れ
に
は
第
二
次
大
戦
中

の
多
く
の
前
衛
画
家
の
亡
命
、
絵

画
市
場
の
拡
大
な
ど
原
因
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
ポ
ロ
ッ
ク
ら
若
い
抽

象
画
家
の
出
現
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。 

 

ポ
ロ
ッ
ク
は
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ー
リ
ン

グ
（
注
ぎ
）
手
法
」
「
ド
リ
ッ
ピ
ン
グ

（
滴
り
）
手
法
」
を
駆
使
し
て
描
い

た
。
従
来
の
筆
触
を
重
ね
て
描
く

手
法
か
ら
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
奇

抜
な
多
分
に
偶
然
的
な
方
法
で
あ

る
。
人
々
は
そ
の
新
鮮
さ
に
驚
き
、

目
を
見
は
っ
た
。 

 

ポ
ロ
ッ
ク
は
言
う
。 

 

「
私
は
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
床
に
敷
い
て

描
く
。
こ
の
や
り
方
だ
と
私
は
カ
ン

ヴ
ァ
ス
の
周
り
を
歩
き
回
る
こ
と
が

で
き
、
四
方
か
ら
仕
事
が
で
き

る
・
・・」 

 

「
私
は
イ
ー
ゼ
ル
や
パ
レ
ッ
ト
、
絵

筆
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
。
私

が
好
む
の
は
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
コ
テ
、
ナ

イ
フ
な
ど
で
あ
る
・・・」 

 

「私
は
絵
の
中
に
い
る
と
き
、
自
分

が
何
を
し
て
い
る
か
気
付
か
な
い
。 

                         

 

気
付
く
の
は
一
仕
事
終
わ
っ
た
後

で
あ
る
」 

 

「
私
の
絵
の
源
泉
は
無
意
識
で
あ

る
。
内
的
な
情
緒
の
核
心
に
無
意

識
を
介
し
て
迫
ろ
う
と
す
る
。
い
う

な
れ
ば
私
に
と
っ
て
絵
画
は
自
己

表
現
で
あ
る
・・・」 

 

一
九
五
六
年
八
月
二
日
午
后
一

〇
時
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
は
飲

酒
運
転
と
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で

路
傍
の
木
立
に
激
突
、
四
四
歳
七

ヵ
月
余
の
生
涯
を
閉
じ
た
。 

 

当
時
、
ポ
ロ
ッ
ク
は
絵
が
思
う
よ

う
に
売
れ
ず
、
そ
の
上
、
妻
リ
ー
と

の
仲
が
う
ま
く
い
か
ず
、
苦
悶
し
て

い
た
。
事
故
は
妻
リ
ー
が
欧
州
に
旅

立
っ
た
留
守
中
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

事
故
死
の
後
、
ポ
ロ
ッ
ク
は
抽
象

表
現
主
義
の
代
表
的
画
家
と
し

て
、
高
く
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
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インディアンレッドの地の壁画（部分） 

 
 
 

 

新
委
員
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼玉東支部 
新支部長  

辺見 昭彦 

 

総
会
で
埼
玉
東
支
部
長
と
委
員
を
拝

命
の
辺
見
昭
彦
で
す
。 

 
 

代
表
、
事
務
局
長
、
各
委
員
の
ご
活
躍

は
新
日
美
展
や
会
報
等
で
承
知
し
、
敬

意
と
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。  

 

定
年
を
機
に
始
め
た
油
彩
・
水
彩
、
い

つ
の
間
に
か
一
六
年
が
経
過
。
最
低
で
も

空
は
五
年
、
水
は
一
〇
年
と
教
え
ら
れ

風
景
の
奧
の
深
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

６
年
前
、
癌
で
胃
を
全
摘
、
三
途
の
川

は
渋
滞
で
渡
れ
ず
帰
さ
れ
ま
し
た
。
開
き

直
っ
て
個
展
（
駄
作
一
〇
〇
点
）
を
開
催

し
た
り
、
五
〇
年
続
け
た
下
手
な
ゴ
ル
フ

も
再
開
し
、
毎
朝
晩
芝
犬
と
老
々
散
歩

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

新
日
美
で
の
任
務
は
時
代
に
即
し
た

運
営
、
魅
力
あ
る
展
示
会
と
な
る
よ
う

努
力
す
る
所
存
で
す
。 

令
和
元
年
度 

総
会
開
催
さ
れ
る 

事
務
局
長 

鈴
木 
忠
義 

 

令
和
初
の
新
日
本
美
術
協
会
定
期
総

会
が
六
月
三
十
日
（
日
）
上
野
・
日
展
新

会
館
に
お
い
て
会
員
三
〇
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
委
任
状
八
八
名

を
含
め
過
半
数
の
一
一
八
名
と
な
り
成

立
し
た
。 

「
令
和
元
年
度
定
期
総
会
議
案
書
」
に

基
づ
き
、
司
会
に
石
村
委
員
、
議
長
に
石

原
委
員
、
書
記
に
湯
澤
委
員
、
議
事
録
署

名
人
に
早
田
、
住
佐
両
委
員
を
指
名
し

て
議
事
に
移
っ
た
。 

第
一
号
議
案
「
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
」
を
鈴
木
事
務
局
長
が
、
「
収
支
決

算
報
告
並
び
に
財
産
目
録
」
を
小
宮
山

会
計
委
員
が
説
明
、
松
本
監
査
委
員
が

監
査
結
果
報
告
を
行
な
っ
た
。
第
二
号
議

案
「
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案
」を
鈴
木

事
務
局
長
が
、
「
収
支
予
算
書
」
を
小
宮

山
会
計
委
員
が
説
明
。
第
三
号
議
案
「会

則
第
九
条
の
一
部
改
正
（
案
）
」
を
鈴
木

事
務
局
長
が
説
明
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
書

説
明
後
、
質
疑
応
答
、
採
決
に
よ
り
賛
成

多
数
で
議
案
書
通
り
承
認
さ
れ
た
。 


